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第 12 回 中札内村景観まちづくり委員会 会議録 

 

日  時  平成２７年５月１４日（木） １９：００～２０：４５ 

場  所  役場庁舎 ２階会議室 

出席委員  金澤和彦、澤田美鈴、片山祐二、望月真理、下埜智加 

欠席委員  北島俊之、小原早苗 

アドバイザー  斉藤浩二 

事 務 局  総務課長 阿部雅行、総務課長補佐 尾野悟里、総務課主事 毛利晋輔    

 

 

議      事 

 

開  会  19：00 

 

（阿部課長）お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。案内していた時間になり 

ましたので会議を始めます。まずは会長から挨拶をお願いいたします。 

 

（会長）今期の景観まちづくり委員会としては、今回で一旦区切りとなります。本日は今までの 

活動をみなさんで振り返っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（尾野補佐）それでは、これより会議次第に沿って進めさせていただきます。まずは、報告事項 

ということで、景観パンフレットについて事務局より報告いたします。 

 

－ 毛利主事 景観パンフレットについて報告 － 

 

（会長）今、事務局から報告がありましたが、景観パンフレットが広報５月号の折込で配布され 

ています。まずはなんだろうという引っ掛かりが大事で、これから第二弾、三弾と続けて 

いくことが大事だと思います。 

 

（斉藤アドバイザー）みなさんの周りで何か反応は？ 

 

（委員）家族は反応してくれました。手に取ると目を通したくなるなと感じました。 

 

（委員）知らない人が見てなんだろうとは思う。 

 

（委員）手に取ることはあっても、深く読み込むということはないかもしれない。 

 

（会長）これはなんだろう、という感想でいいと思います。その記憶が薄れないうちに次を発信 

していくことが必要ですよね。やはり、多くの人に伝えるのであれば、こういったベーシ 

ックな印刷物がいいのですね。 
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（斉藤アドバイザー）このパンフレットをどう活用していくか、これからが勝負だと思います。 

 

（尾野補佐）次に、協議事項に入ります。先ほど会長からもお話しありましたが、今期の委員会 

については今回をもって一区切りとなります。そこで、委員の皆様には２年間の活動を振 

り返って意見等をいただきたいと思います。 

             

（委員）２年間を振り返ると、委員会の中では景観を意識するようになりました。次の委員会で 

は、新しい人を呼んで突破口を見出すのも手かなと思います。 

 

（委員）景観の活動はどうしても看板の規制と捉えられてしまう部分がある。また、看板は維持・ 

管理も重要なことではないかと思う。 

 

（会長）規制をどうするかだけを論議していてもいつまでも話がかみ合わない。研究・調査の面 

から、景観の取組にはこんな効果があるというようなアプローチはできるかもしれないで 

すよね。 

 

（委員）私が２年間やってみて感じたのは、見えない壁があってスムーズにはいかないというこ 

と。実際行き詰まりを感じた部分があるし、とにかく情報発信等を続けていくことが大事。 

メッセージが届いていないのであればもう少し発信していってもいいのかもしれない。飲 

食店の新しい人たちが入ってきたことが１つの転機になるかもしれないですね。 

 

（委員）活動の当初を振り返ると、不用な看板は撤去した。他の地域では結構変なものも立って 

いるし、中札内はよくできている方だと思っている。これから、美しい村連合へ加入する 

ということがどのように活きてくるか。また、新得町も風景の募集を始めたようだが、村 

の風景も常時募集する等して取組の内容を考えていく必要がある。 

    

（会長）活動の前半は盛り上がりましたよね。ただ、色々な方と会話を重ねていく上で、理想と 

違ったものがあって、少し動きが遅くなったというところはある。にぎわいも心地よい景 

観になるケースがあるし、心地よい・よくないケースの勉強をしなければならない。それ 

から、景観の活動の輪をもう少し色んな所に広げていくことも必要ではないかなと感じま 

した。 

 

（斉藤アドバイザー）全てがスケジュール通りとはいかず、目標に達しなかったことがあるのは 

事実です。ただ、看板撤去やずっと残したい風景の募集、景観学習やパンフレットの作成 

のようにできたこともありますよね。看板の撤去については、撤去した前後でどのように 

風景が変わってきているかを見せていったりすることもできるし、やったことを次へと活 

かしていくことが大事。また、委員会や事務局含め、今後の活動の体制をあらためて考え 

ることもしていくべきだと思います。 
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（尾野補佐）ただいま委員の皆さんから２年間の活動を振り返ってのご意見をもらい、次期の委 

員会へ繋がる意見もいただきました。ここで、次期の活動について事務局案について説明 

いたします。 

 

（毛利主事）次期の活動の中心となる取組について事務局案を３つ提案させていただきます。一 

つ目はずっと残したい風景と景観ワークショップの継続。次に、今回の委員会ではなかさ 

つないルールの制定までできなかったので、制定に向けての取組。最後に、美しい村連合 

の加入と加入後の周知等に関する取組です。この３つ以外にも啓発活動等行っていくべき 

ことはあるかと思いますが、事務局案としては、この３つの取組を中心に進めていきたい 

と考えています。 

 

（委員）美しい村連合への加入を機に何かアクションを起こしては。バスで村の観光地をまわっ 

ていく等はどうでしょう。 

 

（会長）村内で景観の良い所をまわるツアーを企画してみるのはいいかもしれませんね。それと 

こういう活動はやはり継続する仕組を作っていかなければならないでしょうね。事務局と 

委員会にプラスして何らかのボランティアを組織する等。 

 

（委員）アーティスト・イン・レジデンスの活動も活用できるのではないでしょうか。取組に協 

力してくれる人はいると思います。 

 

（会長）景観というテーマは何にでも取り入れられると思います。帯広なんかではご当地検定で 

合格した人に、観光ガイドを頼むという取組もあります。現在は４０名程度そういったガ 

イドの方がいて、少額の謝礼でやってもらっているはずです。うちの村にも眠っている人 

材はいると思います。 

 

（斉藤アドバイザー）小さい間口から入って、引っ掛かりを見つけて始めていくことは重要です 

よね。 

 

（会長）最後に事務局から報告事項等お願いいたします。 

 

－ 毛利主事 ファームサイン助成の内規変更について報告 － 

 

（会長）簡単にいうとファームサインの助成が、より景観を意識したものになったということで 

すね。こういった景観を意識するきっかけを与える制度は必要だと思います。 

それでは、皆さんから特になければ、これで終わりたいと思います。２年間お疲れ様で 

した。 

 

閉  会  20：45 


